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百層の人たち

ろう者クリエイションメンバー座談会

ろう者だけの社会とは？̶ ̶
霧のまちの始まり

牧原　《霧のまち》についてどう思う？
西脇　最初に「SFということを念頭に入れて考え
てほしい」と言われて、「よっしゃ」と思ったんです。ろ
う者の生活はどうしても聴者の影響を受けている
部分があるので、霧のまちでは、まずそれを取り除
くことから始める必要があります。それはつまり、自
分たちだけじゃなく、観客にとってもこれまで意識
してこなかった世界について考えるよい機会になり
ますよね。
緒方　現実の社会では、たくさんの聴者の中でろう
者が暮らしている。だから聴者がまったくいない、ろ
う者だけの、200年の歴史を持ったコミュニティを
想像するのは難しいですよね。文字がなかったり、
聴者の影響をまったく受けていないコミュニティの
暮らしはどんなものなのか。たとえばオーストラリア
のアボリジニとかアイヌの文化を参考にして話し
合ったり、作ったりしたけど……。
横尾　目に見えないものをどのようにして組み込
んでいくか検討したりしましたね。文化人類学的な
ことをしてるなって。
今井　ところで、ちょっと知りたいんですけど、《霧
のまち》という名前（手話）が決まった経緯ってどう
だったんですか。
牧原　このまちが周遊しているから。移動してい
る、という手の動きをもとに決まったんです。「霧」と
いうのはあくまでも日本語表記をするうえでの名
前。この動き（＝霧のまちを表す手話）は、本来日本
語に置き換えられるものではないけど、聴者のため
にあえて日本語の名前をつけてあげたんです（笑）。
雫境　最初に「ろう者のまち」と「聴者のまち」という

ふたつのまちがあるという前提が生まれ、次に「土
地はどうするか？」という話になりました。牧原さん
は「動いているのがいい」と言って、なるほどなと。
じゃあどんな形で周遊するのか。そうしたら「霧のよ
うにぼんやりしたものに囲まれているのはどうか」
と提案され、それはいいなと。霧で覆われることで、
「中」と「外」という空間の形ができる。それに霧とい
うのは、近くのものは見えるけど、遠くから見ると中
は見えない。だから中へ入っていきづらいというイ
メージを、このまちに取り入れたんです。その後、ろ
う者だけの暮らしについて具体的に考えていくうえ
で、一般のろうの参加者を募ってワークショップを
行って、そこで出てきたアイデアも取り入れていき
ました。
佐沢　聴者は手話がわからないから、ろう者が集
まって話しているのは見えていても、わからない世
界がそこにある。まさに、霧に包まれているわけで、
このたとえをよく思いついたものだと思います。
今井　これまでもいろいろな作品に関わってきた
けど、やっぱり主な作り手が聴者だと、流されるま
まになってしまう。でも、今回は違いますよね。ろう
者だけで取り組んだことによって、しっかり深掘り
した取り組みができているし、それがどんな成果に
たどりつくのか、楽しみです。
緒方　共生社会ってことがよく言われているけど、
結局、この社会は聴者が中心になって動いている。
「仲良くしましょう」の裏にも見えない抑圧がある
し、知らず知らずのうちに抑圧されていることもあ
ると思います。そうじゃなくて、社会はさまざまな属
性の人たちが集まってできているわけだし、そこに

牧原 依里（構成・演出）×雫境（ドラマトゥルク）
×今井 彰人×緒方 れん×横尾 友美×佐沢 静枝×西脇 将伍

ろう者自身が発見、発信する言語と文化
チームで探し、深めたオンガク。

［  演奏  ］

座談会の
動画はこちら
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ろう者クリエイションメンバー座談会

オンガクとは何か？̶ ̶
手話の中にある「張りと緩み」「呼吸」

はろうコミュニティという確固たるものがあるんだ
よってことをもっと知ってもらう必要があるんじゃな
いかな。「ろう者だけで固まらないで」って考えもあ
ると思うんですけど、歩み寄ろうとするばかりでは、
結局マジョリティの圧に負けてしまう。今回は、ろう
の社会が受け継いできたこと、手話やろうのオンガ
クというものを知ってもらういい機会だなと思って
います。
雫境　ろう者主体で物語をゼロから作り上げるっ
て、すごく苦しいことでもあったんですけどね。
牧原　長島さんがいろいろアドバイスしてくれたん
ですよね。参考になるような本を貸してくれたり、い
ろんな知識を共有してくれました。聴者も《百層》を
考える時には行き詰まっている様子もありました。
もうすでにある世界観に、１億人が集まる社会の要
素を加えるとどうなるんだろうと。一方、ろう者の方
はろうだけの世界を一度は夢見るじゃないですか。
改めてそれについて考えたり、議論したりするのは
楽しかったし、そうやって生まれた文化的な産物を
次世代に渡せるのもいいなと思いました。

横尾　大きな舞台で、幅広い年代のろう者が集
まってオンガクを表現する場ができたのも意義深い
ですよね。
西脇　「（ろうの）オンガク」という手話も結構広まっ
てきていると思います。「（ろうの）オンガクって何？」っ
て聞かれることも増えました。でも、自分には説明が
難しくて。「とにかく舞台を観てください」と言ってい
ます。心地よさに共感する人もいるかもしれないし、
なんとなく何かを感じとった程度という人もいるかも
しれない。感じ方は分かれると思うんですけど。
横尾　新しいものを見たろう者がどう受け止める
か楽しみなんですよね。
緒方　私は映画の『LISTEN リッスン』を観たけど、
その時はそんなにオンガクって、ピンと来なかった
んですよね。確かに魅力的ではあったけど、深い意
味まで理解できなかった。実際にこの作品に呼んで
もらって議論している時も、最初は「張りと緩み」と
か言われても、なんのことだかわからなかったんで

す。でも、今では自分の中で「オンガクとはこれ
だ！」っていうのが確立してきてる。
佐沢　そうそう。学校で習ってきた西洋の音符を使っ
たものが音楽なんだと思っていたけれど、そうじゃ
ないと。ろうの中にあるオンガクってなんだろうって
ことを考えながら、やっと「あぁこの心地よさはなん
だろう」なんて発見があって。最近は家に帰ってから
も、頭の中でオンガクがリフレインして自然に手が
動いてしまうようになりました。
今井　僕も改めて「張りと緩み」と「呼吸」が大事な
んだなとわかってきたところです。こうして稽古をし
ていると「霧のまち」という手話にしても、回るよう
な動きが多いですよね。この動きに共通の心地よさ
があるのかな。
雫境　心地よさの根底にあるのは手話表現ですよ
ね。その中に、回る動きだけじゃなく、ピタッと手を
止める動きなんかもある。これまでの稽古では、そう
いう新しい表現の素材をたくさん拾いました。
西脇　緒方さんが、だんだん意味がわかってきたと
言っていたのは、やっぱり自分で体を動かすことで
（オンガクを）染み込ませていったということですか。
緒方　そうそう。実際に動いてみて、こうかな、いや
そうじゃないってことを繰り返すうちに説明と身体
のイメージがリンクして、「あぁこの動きなんだな、心
地いいよねこれ」ってわかってくる感じがしました。
佐沢　今までは「あれはよかったな」と思っても、そ
の共通点や法則を誰かと話す機会がなくて、なんと
なく「上手だったね」で終わってしまっていた。でも
今回改めてろう者同士で話してみることによって、
感動したり、身震いしたところに共通したルールが
あるとわかったのは、いい発見でした。ろう者だけで
「呼吸」について研究し、それがシンクロした時、す
ごく気持ちよかったし、それで、まさか自分が指揮す
ることになるとは。指揮者といえば聴者のものだと
思っていたので「呼吸の指揮」を発明できたのも本
当に嬉しいです。
牧原　指揮をするという夢が叶いましたよね。
佐沢　そう！　指揮者って、聴者でも誰でもできる
ことではないですし。今回やってみて、自分の中のメ
トロノームをしっかり刻まないと、みんなのオンガク
に影響が出てしまうんだと改めて気づきました。自
分のリズムをきちんと取りつつ、周りの調整もして
いかないといけない。初めは動きを覚えるのに必死

だったけど、最近はみんなの呼吸が見えるように
なってきました。
今井　指揮があるおかげで張りと緩みが視覚化さ
れて、助かっています。呼吸は目に見えないし、自分
たちは息遣いも聞こえない。だから指揮者がいるこ
とでコミュニケーションが取りやすくなって、安心感
があります。
緒方　指揮に合わせて呼吸を調整できるし、ほか
の演者ともタイミングを取りやすくなって、動きがピ
タリと合った時は心地いいよね。
佐沢　それは聴者も同じなんだろうね。指揮に合
わせてハーモニーが合った時の心地よさ。今回は、
目で見るハーモニーがあるということも伝えられた
ら嬉しいです。
横尾　今回の稽古で忘れられないことがあって。自
分の中のオンガクをやっと掴んだかも！という時に、
ちょうど前方にいた（西脇）将伍と動きがシンクロし
たことがあって、突然、壮大な風景が見えた。砂漠が
広がってて、（馬に乗っている動きをしながら）「見え
たわ……」と感動したんだよね。
西脇　そうそう。そう言ってた、覚えてる（笑）。
緒方　聴者から聞いて興味深かったのは、 ダンス
は身体全体を使うけれど、オンガクでは下半身が固
定されている感じだねっていう話。
牧原　そう。それだけじゃなく、オンガクの場合、ろ
う者は上半身も動かさない。だから島地さんには難
しい動きもあるみたい。身体全体が動いてしまうん
です。島地さんに「ろうのオンガクは上半身が固定
されているんだね」と言われて、確かにそうかもしれ
ないなって。
雫境　身体も言語的なものですから。上半身を固定
することにはみんな馴染みがある。そのうえでもっと
いろんな表現ができるのではないかと以前から思っ
ていました。たとえば“歩く”ということも、オンガクに
紐づけることができる。だから今後はオンガクのそ
の先に何か別の新しい表現が生み出されるのでは
ないかと思っているんです。
佐沢　手話でコミュニケーションをとっている時に
は、「張りと緩み」なんて考えてはいないんだけど、
オンガクを意識するようになってからは、手話の中
にもやっぱりオンガクがあるんだと、コミュニケー
ションの中にあるリズムに目が向くようになりまし
た。たとえば同じ「木」という手話でも、「張りと緩み」

情報格差を乗り越えるには？̶ ̶
合同稽古で得た課題と気づき

緒方　ここまでに２回、聴者と合同稽古をしたけ
ど、どう思いました？
佐沢　ろう者だけで稽古する時は、確認したいこと
があるといったん進行を止めて輪になって確認し
あい、情報を共有してから次に進みますよね。でも
聴者は演技しながら声で指示していて、止まらずに
どんどん進んでいく。だから、ろうの出演者が聴者
の中に入っていた時には、知らないうちに内容が変
わっていて状況を把握できていないことがありまし
た。そこで初めて「一度止めて確認し合う必要があ
ること」、「確認し合う時はみんなが見えるように輪
になる必要があること」がお互いにわかった。
西脇　やっぱり情報共有がいちばん難しいですよ

ね。ろう者はろう者同士でアイデアが湧き起こる
し、聴者も聴者同士でアイデアが湧き起こる。でも、
お互いにどんなやりとりがなされたのかが把握で
きていない場面も何度かあって。ちょうど《霧のまち》
と《百層》、今回の舞台のテーマに合致しますね。
横尾　これまでの合同稽古では、ろう者が少なかっ
たんですよね。だから、なんかもう気が引けてしまっ
たかも。何も提案できないまま終わっちゃった。
牧原　いつも思うんだけど、どうしてろう者は聴者
に囲まれると何も言えなくなっちゃうの？ 
緒方　聴者が多い社会だから、空気を読んでなん
となく遠慮してしまっている。図々しい態度をとった
ら「えっ？」って顔されるし。無意識にそういう習慣が
身についてしまっているのではないかと。育った環
境にもよる。学校の先生も聴者が多かったし、なん
となく従わなきゃいけないのかなと思ったり。自分
から意見を出していくことは必要だとは思うんです
けど……。
佐沢・横尾　まずは様子を見て、ね。
今井・西脇　そうそう。
西脇　進行をすべて聴者がやっていたから踏み込
んでいくチャンスが少なかったというのもあるのか
な。そんな中でも牧原さんはグイッといくのがすご
いですよね。
牧原　聴者だって受け入れてくれると思うよ。私が
グイグイいってもちゃんと受け入れてくれたし。わか
らないんだったら聞けばいいし。
佐沢　聴者同士で話している情報を全部わかってい
れば、ろう者からも意見を出しやすい。でもあちこちで
会話が同時多発しているような場合には、雰囲気を
壊してしまいそうで、なかなか意見が出しにくい。
牧原　でも、聴者だって意外とよくわからないまま
に話を進めていることがあると思う。だから思い
切って突っ込んでいってもいいと思うけど。
佐沢　確かにろう者自身が、「今どういう状況なの
かわからない」と言わないことはありますね。「今、
何を話しているかわからない」とはっきり言える牧
原さんは、お手本だと思う。
緒方　話の内容や流れを理解したうえで、最後に
「ちょっといいですか」はできるけど、議論の途中に
入っていくって難しい。でも、そういう時にも牧原さ
んはきちんと割って入る。
牧原　もう、KY上等ですよ。最初は聴者のスタッフ

も戸惑っていたと思うんですけど、もう２年くらい一
緒にやっているので。皆さんも自分が発言したい時
には手を挙げて意思表示をしてくれます。ただ、こ
れからの合同リハーサルでは、どうなるかはわから
ないですね。
雫境　今度は公募で集まってくれた出演者も20人
くらい加わるから、どうなるか予想がつかない。問題
が起きたらみんなでフォローし合っていかないとね。
横尾　でも、もし最初からろう者と聴者で一緒に
やっていたら、もっとゴチャゴチャになってしまった
と思う。こうしてろう者だけで集まって確固たるもの
ができた後に、聴者と一緒にやるっていう流れはよ
かったと思います。
佐沢　ろう者だけの稽古を進める中で、ほかの民
族のことも調べてみたんです。たとえば、アイヌの人
たちも日本人の中に入っていると、自分たちの文化
がどういうものだったかがわからなくなってしまうと
いうようなことがあって。それで阿寒湖に自分たち
の文化について改めて話し合う場を作ったことで、
共通認識と誇りを持つようになり、和人と共生でき
るようになったそうなんです。これはろう者とも共通
する話だなと思いました。
今井　まず自分たちのことについて改めて整理し、
確立してから動いていくということが大切ですよ
ね。曖昧なままではうまくいかない。
牧原　デフリンピックに関連した文化プログラム
だから、こういうやり方もできたんじゃないかな。そ
ういう機会がなければ実現していなかったことかも
しれません。

（2025年10月15日/手話翻訳：一般社団法人日本ろう芸術協会）

を持たせたリズム感のある表現に触れると感動す
る。そこで改めて、手話言語の面白さと誇りを感じ
るようになりました。
西脇　わかります。20歳の時に牧原さんと出会って、
今まで意識していなかった自分の手話に目が向き、
自分なりの心地よさを見つけたり、ほかの人の表現
を魅力的だなと思うようになって。それで手話関係
の仕事もするようになったんです。
横尾　やっぱり、ろうのオンガクって、自分の生い立
ち、ろうであることを自分の中に落とし込んでいる
こと、そのうえで手話をきちんと習得していることも
大事なんじゃないかな。
牧原　今回オーディションで集まった人の中には
難聴の人もいるし、途中から手話を習得した人もい
るけど、一生懸命レクチャーしたおかげで、少しず
つ、オンガクが体に染み込んできている気がします。
今までのクリエイションでは、霧のまちの住人は、き
ちんと手話ができる人限定という感じだったけど、
難聴者も稽古を重ねていく中で、「あ、こういう呼吸
なのか」と自分の身体がどんどん変わっていく感覚
があると話しているのを見て、面白いなと思いまし
た。ある人は、目の前で通過する電車の動きにオン
ガクを感じて、動画をSNSにアップしたりとかしてい
た。そうやって新しい気づきが生まれているのは、す
ごく嬉しいなと思いました。
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緒方　ここまでに２回、聴者と合同稽古をしたけ
ど、どう思いました？
佐沢　ろう者だけで稽古する時は、確認したいこと
があるといったん進行を止めて輪になって確認し
あい、情報を共有してから次に進みますよね。でも
聴者は演技しながら声で指示していて、止まらずに
どんどん進んでいく。だから、ろうの出演者が聴者
の中に入っていた時には、知らないうちに内容が変
わっていて状況を把握できていないことがありまし
た。そこで初めて「一度止めて確認し合う必要があ
ること」、「確認し合う時はみんなが見えるように輪
になる必要があること」がお互いにわかった。
西脇　やっぱり情報共有がいちばん難しいですよ

ね。ろう者はろう者同士でアイデアが湧き起こる
し、聴者も聴者同士でアイデアが湧き起こる。でも、
お互いにどんなやりとりがなされたのかが把握で
きていない場面も何度かあって。ちょうど《霧のまち》
と《百層》、今回の舞台のテーマに合致しますね。
横尾　これまでの合同稽古では、ろう者が少なかっ
たんですよね。だから、なんかもう気が引けてしまっ
たかも。何も提案できないまま終わっちゃった。
牧原　いつも思うんだけど、どうしてろう者は聴者
に囲まれると何も言えなくなっちゃうの？ 
緒方　聴者が多い社会だから、空気を読んでなん
となく遠慮してしまっている。図々しい態度をとった
ら「えっ？」って顔されるし。無意識にそういう習慣が
身についてしまっているのではないかと。育った環
境にもよる。学校の先生も聴者が多かったし、なん
となく従わなきゃいけないのかなと思ったり。自分
から意見を出していくことは必要だとは思うんです
けど……。
佐沢・横尾　まずは様子を見て、ね。
今井・西脇　そうそう。
西脇　進行をすべて聴者がやっていたから踏み込
んでいくチャンスが少なかったというのもあるのか
な。そんな中でも牧原さんはグイッといくのがすご
いですよね。
牧原　聴者だって受け入れてくれると思うよ。私が
グイグイいってもちゃんと受け入れてくれたし。わか
らないんだったら聞けばいいし。
佐沢　聴者同士で話している情報を全部わかってい
れば、ろう者からも意見を出しやすい。でもあちこちで
会話が同時多発しているような場合には、雰囲気を
壊してしまいそうで、なかなか意見が出しにくい。
牧原　でも、聴者だって意外とよくわからないまま
に話を進めていることがあると思う。だから思い
切って突っ込んでいってもいいと思うけど。
佐沢　確かにろう者自身が、「今どういう状況なの
かわからない」と言わないことはありますね。「今、
何を話しているかわからない」とはっきり言える牧
原さんは、お手本だと思う。
緒方　話の内容や流れを理解したうえで、最後に
「ちょっといいですか」はできるけど、議論の途中に
入っていくって難しい。でも、そういう時にも牧原さ
んはきちんと割って入る。
牧原　もう、KY上等ですよ。最初は聴者のスタッフ

も戸惑っていたと思うんですけど、もう２年くらい一
緒にやっているので。皆さんも自分が発言したい時
には手を挙げて意思表示をしてくれます。ただ、こ
れからの合同リハーサルでは、どうなるかはわから
ないですね。
雫境　今度は公募で集まってくれた出演者も20人
くらい加わるから、どうなるか予想がつかない。問題
が起きたらみんなでフォローし合っていかないとね。
横尾　でも、もし最初からろう者と聴者で一緒に
やっていたら、もっとゴチャゴチャになってしまった
と思う。こうしてろう者だけで集まって確固たるもの
ができた後に、聴者と一緒にやるっていう流れはよ
かったと思います。
佐沢　ろう者だけの稽古を進める中で、ほかの民
族のことも調べてみたんです。たとえば、アイヌの人
たちも日本人の中に入っていると、自分たちの文化
がどういうものだったかがわからなくなってしまうと
いうようなことがあって。それで阿寒湖に自分たち
の文化について改めて話し合う場を作ったことで、
共通認識と誇りを持つようになり、和人と共生でき
るようになったそうなんです。これはろう者とも共通
する話だなと思いました。
今井　まず自分たちのことについて改めて整理し、
確立してから動いていくということが大切ですよ
ね。曖昧なままではうまくいかない。
牧原　デフリンピックに関連した文化プログラム
だから、こういうやり方もできたんじゃないかな。そ
ういう機会がなければ実現していなかったことかも
しれません。

（2025年10月15日/手話翻訳：一般社団法人日本ろう芸術協会）

ろう者クリエイションメンバー座談会 対談

̶̶本作には構成・演出として牧原依里さん、演
出・出演として島地さん、そしてステージング・ディ
レクターとして中村さんがそれぞれクレジットされ
ています。演出がお二人というのも、中心的なス
タッフとして振付家が二人入っているというのも珍
しい体制ですが、それぞれこの作品のクリエイショ
ンではどのような役割を担っているのでしょうか。

中村　まず前提として、この作品ではろう者の《霧
のまち》のパートと聴者の《百層》のパートは完全
に別々に作られているんです。それぞれのパートを
別々に作るというのは、ろう者のことはろう者、聴
者のことは聴者にしかわからないからということ
で、牧原さんの提案でこのかたちになりました。そ
ういう、全体の構成をどうするのかという部分と、
ろう者のまちの演出を牧原さんが、聴者のまちの演
出を島地さんが担当しています。私はステージン
グ・ディレクターということで、島地さんや聴者チー
ムから出てきたアイデアを舞台上の具体的な動き
に落とし込んだり、百層にやって来た霧のまちの人
も含めた全体の動きを整理したりという部分の担
当ですね。

島地　僕たちはなんとなく境界線を引いたり分けた
りすることはない方がいいと思いがちですけど、今
回、牧原さんはろう者と聴者をはっきりと分けてクリ
エーションを進めるという方法を選んでいて、この作
品にとってそれはとても重要な意味を持っています。
牧原さんはもちろんろう者のまちだけでなく全体も
見ているんですけど、聴者のまちのパートについて
はこちらで作ったものに対して具体的にこう修正し
てくださいみたいなことは言わないんです。ただ、「そ
れは本当に聴者の文化ですか」ということは常に問
われている。聴者チームとしても、聴者文化とは何か
を考えるということをこれまでにしてきたことがな
かったので、改めて悩みながら進めています。

　今はもう稽古も進んできていて、僕自身はだんだ
んと出演者の側にシフトしてきています。全体的な
ことは中村さんにお願いして、たまに演出として外
からの視点でコメントもするという感じですね。僕は
演出としては全てを自分で決めたいみたいなタイプ
ではないこともあって、牧原さんや中村さんとチーム
でやれることのよさを感じながらやっています。

̶̶島地さんが演じるチャトは、聴者として一人
《霧のまち》に入っていくという役柄です。当然、稽
古もろう者チームのなかに島地さんが入っていく
かたちで行なわれているわけですが、島地さんが
聴者チームの演出をしつつ、出演もするというのは
どの段階で決まったんでしょうか。

島地　演出もしつつ出演もするというのは実は最
初の段階から決まっていたんです。当初はデフオペ
ラをやるという企画で、聴こえないオペラという矛
盾は面白そうだなと思ったし、身体表現なら自分の
出番だなと思って引き受けたんですよね。それが演
劇になり、台詞もあって手話も覚えることになり
……という感じで今に至っています。
　それでも、チャトとして《霧のまち》に入っていく
時は、演出は牧原さんにしてもらえるので心穏やか
でいられるところもあるんです（笑）。ただ、手話を
覚える必要があるだけじゃなくて、そもそもコミュ
ニケーションの仕方がろう者と聴者とでは違うの
で、これまでとは違うところに気を配らないといけ
なかったりもする。たとえば当然のことですけど、手
話を伝えるためには相手の視界に入っている必要
がある。そうすると話を聞く時の互いの位置関係や
体の向きが聴者同士の時とは変わってくるとかそ
ういうところですね。だから、考えないといけないこ
とはすごく多いです。

違ったまま遭遇し、問い直される文化
島地保武（演出・出演）×中村蓉（ステージング・ディレクター）
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対談

ろう者のコミュニケーション、
聴者のコミュニケーション

聴者にとって音楽とは何か？

中村　コミュニケーションの仕方の違いで言うと、
ろう者は聴者と比べて率直に意見を言うんだなと
いうのが私がはじめて稽古に参加した時の印象で
した。教育が違うのかなと感じるくらい違う。もち
ろんそれは今回集まったのがたまたまそういう
方々だったということかもしれないし、通訳の方の
言葉の選び方によるところもあるかもしれない。で
も、手話での会話はお互いの顔を見合った状態、
互いに向き合うことが基本なので、それがコミュニ
ケーションの仕方にも影響しているのかなと思っ
たりもしています。
　コミュニケーションの違いはもちろん稽古の進
め方にも関わっていて、ろう者と稽古をしている
と、自分がいかにこれまで聴覚に頼って稽古を進
めてきたかということに改めて気づかされます。た
とえば自分は「今のいいね、もうちょっとやろう」み
たいな合いの手を入れることで動きを引き出して
いるところもあったんだなとか。でもそうやって生ま
れてくるのはやっぱり聴者のテンポなんですよね。
　ろう者の稽古では、たとえば全員に情報を伝え
るためには一度きちんと視線を集める必要がある
ので、自ずと進め方は変わってきます。あるいは、ろ
う者と聴者が両方いる稽古では通訳が入ります
し、今誰が話しているのかということをいちいち
はっきり示さないと誰かが話していても気づかな
かったりということもあるので、そのことによってま
た違うテンポが生まれてくる。一方で、ろう者のコ
ミュニケーションは基本的に視覚が中心なので、視
覚的な情報は聴者よりもずっと解像度高く捉えて
いて、判断も早かったりするんです。
　身についた稽古の進め方というのはこれまでの
経験の積み重ねのうえにあるもので、私としては
大事にしたいところでもあるんですけど、今回はそ
れを一つひとつ見直しながらやるいい機会をいた
だいています。

島地　ろう者チームは、何かをやる前にその前提と
なる部分をみんなでしっかり議論してから動き出す
ようなかたちで稽古を進めているんですよね。そう
やって前提をしっかり確認してから動き出すことで

生まれてきているものが確実にある。これは僕と牧
原さんの性格の違いによるところも大きいと思うん
ですけど、僕がわりと、まずはやってみようみたいな
タイプだということもあって、見ていてすごく勉強に
なります。
　ろう者チームはそうやって一人ひとりがきちんと
主張して互いに議論しながら稽古を進めているん
ですけど、同時にチームとして共有しているものの
強さみたいなものも感じさせます。個人としての主
張はそれぞれしつつ、チームとしても強く団結して
いる印象ですね。それはマイノリティだからこそ共
有している体験や問題意識があるということなの
かもしれませんし、逆に聴者である自分たちがそう
いうつながりを感じないのは、マジョリティである自
分たちが聴者であるということについて考えてこな
かったからかもしれません。稽古を見たり参加した
り議論したりしていくなかで、ろう者のことだけで
なく自分たち聴者のことについても、改めて考える
こと、学ぶことはすごく多いです。でもそれはマジョ
リティとしてツケが回ってきているということでもあ
るんですよね。隣にいる人たちのこと、そこにあるこ
とに対してこれまであまりに目を向けてこなかった
ことのツケ。だからこそ、いろいろなことに気をつけ
過ぎて萎縮するのではなく、間違えたらそのたびに
直していくということを大事にやっています。

̶̶本作では「ろう者のオンガク」が一つのテーマ
になっています。クリエイションを通して音楽につ
いて改めて考えたことなどはありますか。

中村　実は、私が最初にろう者チームの稽古見学
に行ったのが、ちょうどろう者のオンガクを探究す
るみたいなことをやっていたタイミングだったんで
す。その時感じたのは、私たち聴者が感じているの
とはまた違ったリズムがろう者の中には流れてい
て、それを探っている、というような印象でした。ろ
う者の方がリズムという言葉を使っていたわけで
はなかったと思うんですけど、私にとっては未知の
リズムを探っているように見えたんです。それぞれ
の個性はありつつも、動きや呼吸を合わせながら

互いに共通する何かを探っているというか……。

島地　ろう者チームが見つけ出そうとしているろ
う者のオンガクが聴者のそれとは全く違うものだ
ということは明らかなんですけど、だからこそ、聴
者チームとしても自分たちの音楽とは何か、自分た
ちにとって音楽とはなんなのかということを改めて
考える必要があります。
　合同稽古が本格的に始まって、ろう者と聴者の
違いをもっとはっきり出した方がいいということに
なったんですけど、聴者のどの部分をクローズアッ
プして見せるかというのがやっぱり難しいんです。
「それは聴者の文化ですか」と聞かれても、これま
で意識したことがないから悩んでしまうし、それは
聴者の文化じゃなくて島地の文化だよねみたいな
こともある。たとえば僕は音楽自体は好きなんです
けど、ダンスとしては音のないダンスの方が好きな
んです。でも僕の好みが「聴者代表」になってしまっ
て、それが聴者なんだと思われたら困るわけです。
牧原さんからもそのあたりは今後の課題かなと言
われていて、まだまだこれから考えないといけない
ところですね。
　ただ、すでに僕個人としては音楽との向き合い
方が変わってきているところはあるんです。僕は芸
術のなかでは音楽がいちばん好きなくらいなんで
すけど、気づいたらヘッドホンをしたまま歩くみた
いなこともしなくなっていて、最近はあまり音楽を
聴いてない。自分の過去作品で音楽が使われてい
る場面を見ると、この音楽はなんなんだろうという

出会いのプラットフォームとしての
『黙るな 動け 呼吸しろ』

̶̶総合監修の日比野克彦さんからは、早くもこ
の作品を再演したいという話も出ていると聞きま
した。

島地　そうなったらいいなとは思いますけど、今は
考えられないですね（笑）。

中村　日比野さんがおっしゃっているのはいわゆる
再演のことではないと思うんです。この作品は表面
だけなぞって再演しても全然意味がなくて、どうい
うメンバーでどういうやりとりを経て作品ができあ
がっていったのかという過程の部分が大事なんで
すよね。だから、ろう者と聴者の文化が遭遇してつ
くっていくというフォーマットの部分、出会いのプ
ラットフォームとしてのこの作品のあり方を「再演」
して、何度でもそのプロセスを繰り返せるというの
が目指すところなんじゃないかなと思っています。

（2025年10月26日/取材・文：山﨑健太）

ことを改めて考えたりもするようになりました。ど
う音楽を聴くか、音楽と一緒の時間をどう過ごす
かということについては、もうちょっと考え直したい
なと最近は思うようになってきてます。

撮影：加藤甫 2322



雫境（ドラマトゥルク）

　2016年に映画『LISTEN リッスン』を制作する前の議論で、ろう者のオンガクというものがあるのではないか

ということを牧原さんと話していました。そして映画を作り始めて、ろう者のそれぞれの胸の中にある音楽の

ようなものがあるということを発見しました。声にはアクセントやイントネーションなどがあると思うんですが、

ろう者の場合、手話による手や腕の張りと緩み、緩急、または呼吸などいろいろなものが絡み合って表現が

できるということです。まだまだ新しい発見の連続です。

オンガクが生まれ、
未来へつながる舞台に

1996年から2001年まで日本ろう者劇団に在籍。97年故・鶴山欣也（舞踏工房 

若衆・主宰）の誘いを受けて舞踏を始める。2000年にユニット・グループ「雫」を

旗揚げ。13年アニエス・トゥルブレ（アニエスベー）監督の映画『わたしの名前は…』

に出演。16年牧原依里と映画『LISTEN リッスン』を共同監督。19年に新たな身体

表現ユニットグループ「濃淡（NOUTAN）」を結成した。

長島 確（ドラマトゥルク）

　「音楽とはなんですか？　聴文化とはなんですか？」と牧原さんから聞かれて、答えられませんでした。どんな音楽が

好きか、どんな音楽がいま流れているか、なら答えることはできます。ジャンル名や楽器名で答えてよいなら簡単だし、

こんな雰囲気、という言い方ならまだできる。しかし「音楽とは何か」となると、言葉に詰まってしまいます。

　問われているのは学術的な定義でもなくて、根源的に、聴者の身体が音と共にどんなふうにあるのか、どんな

行動をするのかということ、そして音楽がどこから生じて、聴者の身体の隅 ま々で、どんなふうに根を下ろしている

のか、ということだと思います。

　しかしそれを、聴者は簡単に答えることができません。なぜなら音や音楽はあまりに自明のものであって、音とは

何かとか、聞こえるとはどういうことかとか、そんなことはいっさい考えずに済む社会に聴者は暮らしているから

です。典型的なマジョリティ特権というやつです。

　『黙るな 動け 呼吸しろ』の物語は、ろう者のまちと聴者のまちが別々に存在する世界を舞台にしています。

創作の過程で、ろう者のまちはろう者が考えるから、聴者のまちは聴者が考えよう、となった時に、聴者には、聴者

のまちを想像することが非常に難しいと気づきました。いま生きているこの社会が、すでに聴者のまちだから

です。いっぽう、ろう者なら誰でも一度は「ろう者だけのまちがあったらなあ」と考えたことがあると聞きました。

　こういう非対称のなかで、どのように協働の現場を作っていくか／ケアしていくかが、聴者側のドラマトゥルクと

しての私の課題です。

　準備を始めてすぐに、ろう者と聴者の共同作業のポイントは、聴者が思うような障害の話ではなく、非常に

異なる言語同士の接触・共存の問題なのだと理解しました。音声によらず文字も持たない、手指と表情からなる

言語を第一言語とする者たちと、音声と文字でできた言語を第一言語とする者たちとが、どのようにしたらフェアな

共同作業をできるのか。

　その過程で、自分の知る舞台作品の作り方と劇場のシステムが、いかに聴者と音声・文字言語に最適化

されているかを考えさせられました。舞台上の声や音楽はもちろん、開演のブザー、音をきっかけとする演出、

スタッフが裏で使用するインカムなど、すべて聴者の文化であり、音響を考慮したホールの設計そのものが聴者

仕様です。また、台本を先に書くことが、文字言語特有の作り方だとも気づきました。文字（記述方法）がない

言語は、先に台本を書くわけにはいかないのです。

　いきなりぶつかって一緒にやってみようとなると、悪気なく、必ずマジョリティが支配してしまいます（だから

マジョリティなのです）。フェアな協働を目指すなら、やり方から考える必要があります。今回の創作プロセスは

その試行錯誤を大量に含んでおり、それは作品のためだけではなく、今後に活かせたらと思っています。

フェアな協働を目指して
やり方から考える

舞台字幕や上演台本の翻訳から劇場の仕事に関わり始め、やがて演出家や

振付家の創作のパートナーであるドラマトゥルクとしてさまざまな舞台芸術の

現場に参加。劇場のアイデアやノウハウを劇場外に持ち出すことに興味をもち、

アートプロジェクトにも積極的に取り組む。東京藝術大学大学院国際芸術創造

研究科准教授。

ろう者のオンガクの発見

　今回の公演を通じて、ろう者のオンガクという表現を観客の皆さまの中に少しでも印象づけることができ

たらなと思っています。また、この物語は今までにない面白い作品です。台本や記録の動画を残し、再演ができ

るようにしていきたいと考えています。また、別の演出家が自分なりの解釈で新しい演出をし、違った形で面白い

ものができてくることを期待しています。

公演の明日に

　《霧のまち》の世界観については、まず、牧原さんから聴者、ろう者それぞれにまちが分かれていて、それ

ぞれの物語を作りたいという話がありました。時代としては、現代ではなく未来です。ハイテクで、スマホなどの

技術が進歩し、AIも発展しているという今の状況を考えると、今後は本当に便利な社会になるだろうという

ことが想像できます。そうなった場合、手話は本当に残るのだろうか。そのようなことも考えて、ろう者だけが

集まった村、まちというものがあるとしたら、何が起こるんだろうか。手話だけでの生活がどう変わるのかと

いうことを深く考えていきました。固定した場所だとちょっと面白くないよねと、遊牧民みたいに、霧に覆われた

中でその霧の周遊に合わせた生活を想像し、いろいろなろう者と、どんなことが考えられるかを話し合い、

考えていきました。

　《百層》は聴者という多数派が暮らしているまちで、多数派が暮らせる環境を基本につくられています。

《霧のまち》で、手話でずっと生活してきた人が《百層》に行ったら、いろいろなカルチャーショックを受ける。マイ

ノリティとマジョリティ。また逆に、一人の聴者が《霧のまち》に入ったら、ろう者が「音」の概念を持たないことや、

視覚に頼った生活などに衝撃を受ける。それは現代社会にも共通しているところだと言えます。

《霧のまち》の成り立ちと現代社会

手話による
コメントはこちら

雫境
Dakei

長島 確
Kaku Nagashima
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聴者、難聴者、ろう者がグループに分かれて
「聴者のまち」とはどういうものかを想像し、話し
合う。各グループの発表後は、あらかじめ設け
られたテーマ（「ルール」「安心・安全」「文化」
「その他」）をもとに、再度グループを作り、議論を
深めた。「過密都市となり、騒音規制法ができる」
「縦に長い建物に住むため文字通りの階層社会
になる」など、《百層》の世界観と響き合うアイ
デアも登場。グループでの議論について発表する
際には、自分以外の面白いアイデア、意見を紹介
するというルールも用意されており、他者がどの
ように社会を見ているかを想像し、発見する機会
ともなっていた。

聴者、難聴者、ろう者がグループに分かれ、「ろう
者のまち」について想像し、イメージ、アイデア
を出し合う。前半は自由な意見交換、後半は
「音（ろう者のまちにおける「音」とは何か）」、
「アーカイブ（文字や伝承の方法など）」、「文化
芸術」、「建築・デザイン」の4つのテーマに分かれ
ての議論。「遠くにいる人と連絡を取るために
光を使う」といった視覚中心の文化ならではの
意見が出る一方、聴覚の代わりに文字を用いる
アイデアについて「文字自体が聴者文化的」との
指摘がされるなど、異なる文化に対する解像度
を高める時間となった。

「黙るな 動け 呼吸しろ」創作タイムライン 2023−2025

6月

2023年度 ［1年目］

・ 日比野、牧原を中心に議論が始まる
東京都からデフリンピックの文化プログラムの
相談を受けた日比野が「デフオペラ」という
アイデアを持って牧原に声をかける。
以降、東京都、アーツカウンシル東京、藝大、
ろう者メンバーを中心に定期的な会議を実施。

9月 ・ 雫境（ドラマトゥルク）参加
ろうの参加者が少ないため、牧原からの
声かけにより、映画『LISTEN リッスン』で
共同監督を務めた雫境が参加。

3月 ・ 世界観のアイデアがまとまる
牧原・雫境・長島で、ろう者のまちと聴者の
まちが別々に存在する世界観を立ち上げる。

ろう者が先行して、オンガクの創作を開始。

（緒方、横尾、今井、佐沢、西脇）

4月

2024年度 ［2年目］

・ ろう者の中心メンバーが決定

5月 ・ ろう者チーム稽古開始：以降、
    月２回程度集まって定期的に稽古

メインの出演者のバランスをろう者３名、
聴者１名とする。

・ 島地保武（演出・出演）参加

4月

2025年度 ［3年目］

・ 出演者オーディション

7月 ・ 長島、国際ろう芸術祭
   「クランドゥイユ」（フランス）視察

・ 制作チーム、舞台監督、
   舞台美術プランナー参加

9月 ・ 中村蓉（ステージング・ディレクター）参加

・ 演出会議がスタート

11月 ・ クリエイションメンバー 全体顔合わせ
・ ろう者・聴者クリエイションメンバーで
    一緒に街歩き
平日の夕方、谷中を散歩。ろう者と聴者が
歩きながら何を見てどんな情報をキャッチ
しているかを意識し、ディスカッションを行った。

・ 東京文化会館にて舞台検証
照明や音響、映像の実証実験。
学生の協力を得て、舞台上の人数や
配置などのシミュレーションも行った。

10月・ 音響・照明・映像プランナー決定
・ 美術・音響・照明などの
    クリエイション会議がスタート

・ 公演の情報 初公開

12月・ 公開WS ①
    「聴者の街を想像するワークショップ」

・ 記者懇談会2月
・ 公開WS ②
    「ろう者の街を想像するワークショップ」

・ スモーク、照明、映像の実験
舞台上の効果の確認だけでなく、
たとえば照明を落とした状態では、
ろう者には手話通訳が見えず、
コミュニケーションに問題が発生する
といった課題も発見された。

ほぼ初めての合同稽古。
コミュニケーションの取り方の違いに加え、
ともすれば聴者中心の進め方に
なってしまうことが明らかになる。

ハラスメントを防ぎ、安全かつ創造的な
稽古場をつくるための研修を行う。

《霧のまち》の住人役のろう者・難聴者18名、
《百層》の住人役の聴者は、
メインの3名のほかオーディション
参加者の中から10名の出演が決定。

6月 ・ 牧原によるろう文化勉強会
聴者のスタッフやオーディションで
採用された出演者向けの勉強会を行う。

２度目の合同稽古。聴者のまち《百層》を
ろう者が訪れるシーンをつくる。
前回の合同稽古より情報共有の方法が
改善され、互いの意見が出やすくなってきた。

・ 衣裳プランナー決定

・ 各テクニカル プランナーによる
    会議が進行

・ ろう者チーム・聴者チーム合同稽古

3月 ・ コミュニケーション研修

・ ろう者チーム・聴者チーム合同稽古

スクリーン、スモーク、照明、
映像の組合せや音響、
客席からの手話の見え方などの実地検証。

7月 ・ ヘアメイクプランナー決定

・ 東京文化会館での舞台検証

撮影：加藤甫 撮影：加藤甫

撮影：川島彩水

雫境や長島が案を出したうえで、
カネフスキー監督のロシア映画の
題名『動くな、死ね、甦れ』をヒントに、
日比野が最終案『黙るな 動け 呼吸しろ』を出す。

8月 ・ 作品タイトル検討

この事業を収益や来場者数などの
数字（量的）だけでなく、質的な側面も
含めて評価するためのチームが
活動に滞同することになる。

（牧原、島地、雫境、長島）

・ 「インパクト評価チーム」参加
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中村 蓉
ステージング・ディレクター

Yo Nakamura

早稲田大学在学中にコンテンポラリーダンスを始める。国際芸術祭あいち2022、シビウ

国際演劇祭など国内外で作品を上演。向田邦子、ウィリアム・シェイクスピアなど小説や

戯曲を原案にしたダンス作品を多く創作している。東京二期会『セルセ』『デイダミーア』

の演出・振付をはじめ多方面に活躍の幅を広げている。

福中 冬子
音楽監修

Fuyuko Fukunaka

ニューヨーク大学人文大学院博士課程修了（Ph.D.）。近現代音楽を中心に音楽と社会

言説の関係性を研究。主な著書に『ポストモダンの音楽解釈』、『Musical Entanglements 

between Germany and East Asia』（共著）など。東京藝術大学音楽学部楽理科教授。

原田 愛
舞台美術

Ai Harada

米国バージニア州出身。東京藝術大学大学院修了後、tptを経て舞台美術家・二村周作の

アシスタントを務め、2011年に独立。空間を柔らかく変容させることを目指し、舞台美術家

として活動する。近年の参加作品に『デイダミーア』（中村蓉演出）、『ライカムで待っとく』

（田中麻衣子演出）など。東京藝術大学美術学部先端芸術表現科准教授。

木藤 歩
照明

Ayumi Kito

日本大学芸術学部演劇学科卒業。2008年度文化庁新進芸術家のための留学制度で

ベルリンにて研修。劇場ではない場での公演のデザインを多く手がけ、舞台芸術や光その

ものに親しむためのワークショップ活動も展開中。劇団サンプル、倉田翠らさまざまな

タイプの演劇・舞踊作品に関わる。日本大学芸術学部演劇学科非常勤講師。

小野 龍一
音楽

Ryuichi Ono

音楽家。東京藝術大学芸術未来研究場特任研究員。東京藝術大学音楽学部作曲科

卒業後、同大学院美術研究科修了。音と人の関係性の“変奏”をコンセプトに領域横断

的な制作を行う。「東京芸術劇場 中高生のためのクリエイティブCAMP 2024 ゲゲキャン」

クリエイティブディレクター。

西脇 将伍

オンガク・
クリエイションスタッフ

Shogo Nishiwaki

ろう親のもとに生まれ、中学までバイリンガルろう教育を受けて育つ。ボンクリ・フェス

2021『音のない“オンガク”の部屋』出演。現在、5005やしゅわえもん、異言語Lab.など、

多様な団体やプロジェクトに携わる傍ら、「手話で表現する人」として、NHK『手話で

楽しむみんなのテレビ』『みんなの手話』など、さまざまなメディアや公演に出演中。

井川 丹
音楽

Akashi Ikawa

作曲家、サウンドアーティスト。東京藝術大学音楽学部作曲科卒業。人の声を創作の

中心に据え、表現活動を行う。音楽やインスタレーションの制作、多分野での協働を通じて、

音を介した表現／コミュニケーションを拡張させ、多様な身の置き方のできる“場”作りを

探求している。近年の活動に「美しいHUG!」（八戸市美術館、2023）など。

エキストラを含む出演者・
スタッフ100名以上が集まり、
これまでの創作のあり方、
公演の意義などを共有した。

（登壇者：長島確、牧原依里、雫境、中村蓉、
  佐沢静枝）

企画の立ち上がりから現在まで、およそ３年に
わたる創作プロセスを振り返りながら、これ
までに生まれた論点や気づきについて、ろう者、
聴者双方の意見が交わされた。本作では、ろう
者と聴者が別々に創作、稽古を進めてきたが、
なぜそのような方法をとったのか？
聴者が当たり前とする創作プロセス（テキスト
による台本作成など）は、聴者が親しむ文字
文化独自のものだということ、そもそも、ろう
文化を作品の題材に含めること自体に「文化
の盗用」の恐れがあること、互いの文化を「面白
がる」ことの危険と重要性について̶̶。
安易に「同じ」を目指すのではなく、「違い」を
認めながら対等に交流してきたからこそたどり
着いた気づき＝論点がそこには多く浮かび
上がっていた。

8月 ・ 聴者のまちの市民エキストラ決定

・ 公開トークイベント
    「ろう者と聴者が遭遇する
    舞台のつくりかた」

オーディションを経て参加した新メンバー、
エキストラを対象とした研修。

教室サイズの稽古場にて、ろう者、
聴者に分かれて稽古を行う。

9月 ・ コミュニケーション研修

・ 集中リハーサル開始

10月・ 全体顔合わせ

体育館サイズの稽古場にて合同稽古を開始。
ろう者・聴者が入り混じる場面の具体的な
作り込みが始まる。

・ 合同リハーサル開始

公募した一般の方に向けた公開稽古を
２回実施。その後、初めての通し稽古を行った。

・ 公開稽古

11月 ・ 衣裳つきの通し稽古

11月29日 公演本番！

撮影：加藤甫

撮影：加藤甫

スタッフ
STAFF
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Extra

Guitarist
Percussionists

Dramaturgs
Staging Director
“Ongaku” Creation Staff
Music Supervisor

Set Designer
Set Design Assistants
Set Construction

Props Fabrication

Lighting Designer
Assistant Lighting Designer
Chief Lighting Technical Manager
Follow Spotlight Support
Lighting Technical Support and Operation

Music Directors
Music Technical Support
Sound Effects
Sound Effects Technical Supervisor
Recording Technical Supervisor
Recording
 Conductor
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Onozato, Ken Kikuchi, Satoshi 
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Wakana Yamaguchi, Kokoro Watanabe
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Wilson WEI
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Toru Kamekawa
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Falcon
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Yoshida, Kaito Kikuchi, Shinya Numata, 
Yutaka Inoue, Yohei Koto
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Hidetada Tashiro, Miki Nakamura, 
Tomoka Yamada (Vagabond Theatre)

Eiho Yamaguchi
Kentaro Nezu, Hinata Yaginuma

Deaf Arts Society of Japan
Tomomi Komatsu, Michiko Hasuike, Arisu Ishikawa, 
Ayumi Inoue, Ayako Nitta, Aki Yoshida, 
Haruka Murayama, Satoko Tateishi, Mari Kakuta, 
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Keiko Nagata
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Asahi Sumino (mimosa Inc.), Fumie Nakagawa
Makiko Okamoto (SANDO PLUS)

Takaki Sudo
Akinari Nishimura, Ryohei Tomita, 
Souta Uchida, Mika Imai
KOGOE

Hajime Kato, Ayami Kawashima, Ryohei Tomita

bench Co. (Tomoya Takeda, Sayuri Fujii, 
Kenta Fujiwara), Tomoko Matsuoka, 
Satomi Muramatsu, Miki Kanai
Sachi Abe
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I&S BBDO Inc. (Tsuyoshi Nishimura, Yuzo Funaki), 
Junichiro Yano, Yasuyuki Shimizu, Takahiko Yoshino
Yukiko Yoshida (Yoshida Promotion)

Rights Apartment Inc.
Yoko Yuyama, Yukako Aoyama, Chihiro Abe
Yuko Ezaki, Mami Kitaoka, Aki Takizawa, 
Yoshiko Hayakawa, Yuko Miyoshi, Aki Yoshida

Eri Makihara, Yuko Uematsu (syuz’gen), 
Asako Hirokawa & Eri Ishikawa (TA-net)
Kaku Nagashima, Saori Azuma
Yuriko Minamoto, Tatsuhiko Watanabe, 
K-three Inc. (Chika Ochiai, Miyuki Kurahata, 
Emiko Imao, Misa Kuniyoshi)

Noriko Hachiya, Yoko Kataoka, Kanako Fukuda, 
Keiichi Kiyose, Shinsuke Yamada, Tomomi Matsumoto, 
Taku Kokubo
Harumi Iizuka, Tsukasa Mori, Rieko Kojima, 
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